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議題（１） 【報告】今年度下半期事業報告

④ＩＣＴ利活用促進調査研究 （実施済）
⑤買物困難者支援実証事業（継続中）

【前回幹事会における主な意見】
✧数年前からの目標であった「実事業」が、ようやく動き出した。ぜひ関係者が利益を享受
できるモデルとなり、スケール拡大によって自立事業となっていくように目指してほしい。

✧「ＩＣＴありき」ではなく、ＩＣＴとは違う切り口も合せて取り組んだ方が良いのではないか。
✧アウトプットが広がるように取り組んだ方が、会員の満足度が上がるのではないか。
ＩＣＴに決め打ちし過ぎると、大事なものを見失ってしまいかねない。

27

３月７日（火）にＰＴ全体会議を開催し、以下について再確認・決定
✧「事業の目的」、唐津エリアにおける「ゴール」
「ターゲット」「アプローチ」等について再確認

✧各チームにおいて実証フェイズに向けた検討

話し合いの結果については、次のスライドに記載
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議題（１） 【報告】今年度下半期事業報告

ＰＴ会議（３月７日開催）で再確認・決定したこと

項目 内 容

事
業
全
体

事業全体の
目的の再確認

×「買物困難者対策」そのもの
↓↓↓

○「買物の不便さ」を感じている人に、ICTの便利さを実感してもらい、『ICTの利
活用の促進に資する』こと

プロジェクト名
の変更

【変更前】 「買物困難者支援実証事業」
↓↓↓

【変更後】 「ＩCT利活用促進実証事業（買い物）」

［変更の理由］
事業目的である「県民にICTの便利さを実感してもらい、その利活用の促進に
資する」を、より明確化

唐
津
地
区

ゴールの設定 実証事業期間終了後、当該ネットスーパーのサービスを自ら使える人が出てくる

ターゲットの確定

①買物拠点協力施設通所者
※認知症患者も少なくないため、ケアマネージャーにより選定

②施設周辺住民（主に元石町）
※事前調査で調査対象の約4割が本事業に関心あり

事業アプローチ

ターゲット①「ﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞお試し会（仮称）」を複数回開催
→ 本実証事業に流しこみ

ターゲット②「朝食支援からのスモールスタート」
→ 徐々に選択肢拡大



項目 内 容 備考

環
境
チ
ー
ム

拠点施設の確認

・実際のネット注文スペース確定 施設内の談話スペースに確定

・実証用の別回線の引込み
3/14に現地調査。詳細は施設
とNTTで調整

拠点への導入機器
の決定

・「光ボックス」の購入 28年度中に調達（NTT）

・モニター or TVの決定
施設の既存設置のTV（2台目）
の活用を決定

・買物端末用としてのiPad（高情協備品）活
用の有無

3/14複数利用時の補助用とし
て導入を決定

使
い
こ
な
し
支
援
チ
ー
ム

周辺住民向け支援
住民対象の「ネットショッピング体験会」を複
数回開催
→ 本実証事業に流込み

・「講習会」では集まらない
（民生委員談）
・目を引くチラシを複数回戸別
配布（区長の協力あり）

・「まいづる」のメリット感を訴求

通所者向け支援

施設通所者向けの個別支援を実施
→ 通所者の来初時間がバラバラなこと

から、個別対応が必要
→ 加えて、スタッフ向けの講習も実施

対象者を施設側で選定

共通 講習スペースの確定 グループホーム２階
29

②ICT普及に関する講習会で対応

議題（１） 【報告】今年度下半期事業報告

今後の動きについて
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

唐津
地区

多久
地区

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

唐津
地区

多久
地区

Ｈ28年度

Ｈ29年度

幹
事
会
報
告

実証展開
分析
評価

報告書
作成総

会
報
告

関
係
者

と
の
意

見
交
換

Ｐ
Ｔ
会
議

拠点協力
施設探し

拠
点
協
力
施
設
決
定

幹
事
会
報
告

幹
事
会
報
告

周辺住民
調査・分析

関係者と
調査研究班
の打合せ

拠
点
施
設
・

民
生
委
員
報
告

幹
事
会
報
告

幹
事
会
報
告

幹
事
会
報
告

実証準備

幹
事
会
報
告

唐津の動向を踏まえて再協議予定

Ｐ
Ｔ
会
議

事業スケジュール（案）

議題（１） 【報告】今年度下半期事業報告



議題（２）

次期中期推進項目（案）について
【決議事項】

31

H２９〜３０年度の中期推進項目（案）について決定する



議題（２） 次期中期推進項目（案）について

32

次期中期推進項目（案）について
＜１月幹事会におけるご意見＞
☑２年間で必ず情勢は変化しているので、取組みの軸足を新しいものに変える必要
があるのではないか。

☑産業界におけるセキュリティ（ランサムウェア）、ＡＩやＩoＴなど時代の流れにあった
内容の表現が、次期計画の中に含まれていないのは、時代を先取りしていくべき
高情協としてはさびしいものがある。

☑変容している世の中の現状が分かる表現が入った方が良い。

☑２年間の成果として、数値目標を設定する必要があるのではないか？
→ 成果を正しくはかる指標が、なかなか見出しきれない状況にある。
企画運営Ｇでも検討を重ね、模索していくようにしていきたい。

☑大きな３つの柱は変わることはないのかもしれないが、中身のアップグレードは必要
で、新たな目標の方向性を示すべきだと思われる。

企画運営Ｇと事務局で、今回の協議で出た意見を参考にして、
３月の幹事会に再提案
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【現】中期推進項目［H27－H28］ 【新】中期推進項目（案）［H29－H30］

①情報リテラシー・セキュリティの普及推進
スマートフォンやＳＮＳ等の急速な普及に対し、利用

者側の情報リテラシー・セキュリティの普及が未だ十分
とは言えないことから、今後とも重点的に普及推進を
図る必要がある。

①情報リテラシー・情報セキュリティの普及推進
若年層を中心とした急速なICT機器の普及に加え、生活のあら

ゆる場面で新しいICTサービスが次々に提供され、ICT利用者の
裾野が急激に広がった一方で、利用者側の情報リテラシー・情
報セキュリティの普及は、未だ十分とは言えないことから、今後と
も重点的に、県民向けの普及推進を図る必要がある。
また、企業にとっても情報セキュリティリスクが高まる中で、特に

中小企業はその対策が遅れているという状況にあることから、関
係機関・団体等と協力して、対応が困難である中小企業の情報
セキュリティ対策の重要性について普及啓発を進める。

②初心者向けのインターネット利活用普及推進
できるだけ多くの県民がＩＣＴの恩恵を受けられるよう、

特にインターネット初心者に対してより効果的な普及推
進を図る必要がある。

②ICT利活用普及推進

ICT利用初心者はもとより、十分な利活用に至っていない方に
対し、趣味、買物、健康、安全、見守りなど、生活の様々な場面

で、ICTの恩恵を十分に受けられるよう、ICT機器やICTサービス
の普及動向や利用者ニーズに対応した、より効果的な普及推進
を図る必要がある。

③県民が実感できる効果的なＩＣＴの利活用促進
医療・福祉、健康増進、観光、農林水産業や商工

業等において、県民が「効果を実感できるＩＣＴの利活
用」促進に資するため、佐賀県内の企業、自治体、大
学などの産学官の連携を促して、ＩＣＴを活用した「仕
組み」を検討し、きっかけとなる取組の企画立案や核と
なる人材育成等を行う。

③県民が実感できる効果的なＩＣＴの利活用促進
医療・福祉、健康増進、観光、農林水産業や商工業等におい

て、県民が「効果を実感できるＩＣＴの利活用」促進に資するため、
ＩＣＴの先進的な利活用事例の調査や佐賀県内の企業、自治体、
大学などの産学官の連携を促して、ＩＣＴを活用した「仕組み」を
検討し、きっかけとなる取組の企画立案を行う。
また、ＩoＴ、ビッグデータ、ＡＩ、ブロックチェーン、オープンソース

ソフトウェアなど、刻々と進化する最先端の技術や社会情勢、国
の動向等について、情報収集等を行い、県民、県内中小事業者
等に提供する。

議題（２） 次期中期推進項目（案）について



【参考】スマートフォンの保有動向（平成28年度消費生活白書より）

●スマートフォンの普及が急速に進む

総務省「通信利用動向調査」によると、スマートフォンを含む携帯電話は、７割以上が保
有しており、中でもパソコンと同等の機能を携帯電話で利用できるスマートフォンは、2014年
末で44.7％が保有しており、前年の39.1％から5.6ポイント増加 （図表2-1-24）

➢スマートフォンの保有状況（年齢層別）
2014年末で
13～19歳・・・71.7％
20歳代・・・88.9％
30歳代・・・79.0％

⇒若い世代で保有割合が高い

2013年末から2014年末にかけて
40歳代・・・前年比10.7ポイント増
50歳代・・・前年比9.1ポイント増

⇒より高い年齢層への広がりが見られ、
幅広い年齢層でスマートフォンが利用
されるようになっている

✧こうした手軽な端末の普及がインターネッ
トの利用拡大に寄与しているとも考えられる

34



【参考】 中小企業におけるセキュリティ事案 （最近の具体例）

35



議題（３）

来年度事業の具体的方向性
について

【決議事項】

来年度事業計画策定に当たっての具体的な
方向性（既存事業の存廃、新規事業候補）に
ついて、決定する

36
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今年度事業の評価及び来年度事業についての検討

議題（３） 来年度事業の具体的方向性について

今年度事業実績及び評価
来年度
実施判断 来年度事業の具体的方向性

◆ICT利活用講演会［5/26・11/24］
✧1回目テーマ「セキュリティ」

2回目テーマ「防災×ICT」
【評価・課題】
・旬なテーマで開催し、参加者の満足度高
・一般県民に対する広報・集客に課題
・２回目の経費が想定より膨らんだ

※複数講師及び広報等に経費がかかり、
想定（400千円）の約2倍に

□継続
□一部変更
□廃止

◆ICT利活用講演会［5/23予定］
✧テーマ「ＩoＴ」
※OPTiM（ｵﾌﾟﾃｨﾑ）に対談者依頼を行って
はどうか？

◆ICT利活用事例視察［2/1]
✧視察先は長崎県の産学官の3事例

【評価・課題】
・産官学それぞれの内容で提供できた

ために、参加者の評価が高かった
・開催時期について検討すべき意見あり
・会員からの要請により実施する

□継続
□一部変更
□廃止

※来年度の視察先候補として、
・北九州市（IT推進計画）
・福岡市（BODIC）
などどうか？

※泊付きでの視察まで広げてはどうか？

中期推進項目①「情報リテラシー・セキュリティの普及推進」（その１）
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今年度事業評価及び来年度事業案についての検討

今年度事業実績及び評価
来年度
実施判断 来年度事業の具体的方向性

◆情報ｾｷｭﾘﾃｨ関係機関・団体との連携
✧ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ対策ｾﾐﾅｰ[8/23]への

名義後援 ※主催は県警本部

✧佐賀県ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ対策ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ[2/14]
への名義後援 ※主催は県警本部・県等

【評価・課題】
・関係機関等との連携により、ｾﾐﾅｰ・ｼﾝﾎﾟ

ｼﾞｳﾑの開催に導けた。

□継続
□一部変更
□廃止

◆ﾈｯﾄの安全・安心けいはつｺﾝｸｰﾙ
✧実行委員会への参画（会長）
✧「高情協賞」の授賞交付
✧表彰式協力［2/18］ ✧広報協力

【評価・課題】
・応募点数が昨年度に比べ約半減

→ 同種のｺﾝｸｰﾙとのすみわけの検討
→ 学校教育課から現場への働きかけ
強化が必要

□継続
□一部変更
□廃止

中期推進項目①「情報リテラシー・セキュリティの普及推進」（その２）

議題（３） 来年度事業の具体的方向性について



39

今年度事業評価及び来年度事業案についての検討

今年度事業実績及び評価
来年度
実施判断 来年度事業の具体的方向性

◆情報ﾓﾗﾙ啓発ｲﾍﾞﾝﾄ［2/25･26]
✧「ﾈｯﾄの安全・安心けいはつｺﾝｸｰﾙ受賞

作品展示」「ICT相談ﾌﾞｰｽ」「情報ﾓﾗﾙ
ｸｲｽﾞ・ｱﾝｹｰﾄ」をﾓﾗｰｼﾞｭ佐賀で実施

【評価・課題】
ｽﾗｲﾄﾞ13～20を参照

□継続
□一部変更
□廃止

◆ICT普及に関する講習会
✧「はじめてのｽﾏﾎ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ講座」開催

・7/16に小城市、9/17に鹿島市
・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ・SNS講座

【評価・課題】
・２回とも参加者より好評価
・小城市定員120名を大幅超過で講座追加
・参加者の追跡調査（効果測定）を検討
・買物実証事業と連携予定の唐津地区にお
ける「ﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ」に関する講習会の
未実施

□継続
□一部変更
□廃止

中期推進項目①「情報リテラシー・セキュリティの普及推進」（その３）

議題（３） 来年度事業の具体的方向性について
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今年度事業評価及び来年度事業案についての検討

今年度事業実績及び評価
来年度
実施判断 来年度事業の具体的方向性

◆ICT利活用推進団体支援事業
✧中期推進項目に該当する事業への補助

（3団体に15万円上限で補助）
✧今年度は①と②に該当する3事業に補助

【評価・課題】
（団体からの報告を含め）ｽﾗｲﾄﾞ23～26
を参照

□継続
□一部変更
□廃止

◆ﾈｯﾄﾜｰｸ・広報事業
✧ＨＰ、ＦＢ、Twitterによる事業告知・
報告・会員企業情報・ICT関連情報の発信
✧YouTubeﾁｬﾝﾈﾙでの事業内容を動画で発信

【評価・課題】
・積極的に情報発信
・閲覧者増加のための取組検討が必要
・会員専用ページの活性化が課題

□継続
□一部変更
□廃止

中期推進項目①「情報リテラシー・セキュリティの普及推進」（その４）

議題（３） 来年度事業の具体的方向性について
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今年度事業評価及び来年度事業案についての検討

今年度事業実績及び評価
来年度
実施判断 来年度事業の具体的方向性

◆ICT利活用促進調査研究
✧「買物困難者支援実証事業」と連携実施
✧買物拠点協力施設周辺住民への調査

【評価・課題】
・実証エリアにおける住民の買物や

ICT使いこなし等の現状を把握すること
ができた。

・調査研究班が就職活動により一定期間
動けなかった

※本会議にて羽石幹事から直接報告あり

□継続
□一部変更
□廃止

中期推進項目②「初心者向けのインターネット利活用普及推進」（その１）

議題（３） 来年度事業の具体的方向性について
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今年度事業評価及び来年度事業案についての検討

今年度事業実績及び評価
来年度
実施判断 来年度事業の具体的方向性

◇ICT利活用講演会・ICT利活用事例視察
再掲【ｽﾗｲﾄﾞ37】を参照 － －

◇ICT普及に関する講習会
再掲【ｽﾗｲﾄﾞ39】を参照 － －

◇ICT利活用推進団体支援事業
再掲【ｽﾗｲﾄﾞ40】を参照 － －

◇ﾈｯﾄﾜｰｸ・広報事業
再掲【ｽﾗｲﾄﾞ40】を参照 － －

中期推進項目②「初心者向けのインターネット利活用普及推進」（その１）

議題（３） 来年度事業の具体的方向性について
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今年度事業評価及び来年度事業案についての検討

今年度事業実績及び評価
来年度
実施判断 来年度事業の具体的方向性

◆買物困難者支援実証事業［継続中］
✧唐津エリア（ﾈｯﾄｽｰﾊﾟﾓﾃﾞﾙ）と多久エリ

ア（商店街ﾓﾃﾞﾙ）の２地区での実証検討
✧唐津エリアにおける買物拠点協力施設

及び実証対象者決定、事業目的の確認、
支援方法の検討を行った

【評価・課題】
・ＰＴ結成から１年が経ち、ようやく唐津

エリアにおける実証フェーズに進める段階
・多久エリアについては、現在休止中と

なっており、唐津での状況を踏まえて、
多久市との協議を再開

□継続
□一部変更
□廃止

中期推進項目③「県民が実感できる効果的なICTの利活用促進」（その１）

議題（３） 来年度事業の具体的方向性について
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今年度事業評価及び来年度事業案についての検討

今年度事業実績及び評価
来年度
実施判断 来年度事業の具体的方向性

◇ICT利活用講演会・ICT利活用事例視察
再掲【ｽﾗｲﾄﾞ37】を参照 － －

◇ICT普及に関する講習会
再掲【ｽﾗｲﾄﾞ39】を参照 － －

◇ICT利活用促進調査研究
再掲【ｽﾗｲﾄﾞ41】を参照 － －

◇ICT利活用推進団体支援事業
再掲【ｽﾗｲﾄﾞ40】を参照 － －

◇ﾈｯﾄﾜｰｸ・広報事業
再掲【ｽﾗｲﾄﾞ40】を参照 － －

中期推進項目③「県民が実感できる効果的なICTの利活用促進」（その２）

議題（３） 来年度事業の具体的方向性について



議題（４）

本協議会の今後の方向性の
検討について
【決議事項】
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本協議会の今後の方向性検討の
進め方及び検討チームメンバーを
決定する
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論点整理 今回検討する上での論点は？

✧『組織論』 （協議会の存在意義の問題）
✧『方法論』 （運営の仕方の問題）
✧『手続き論』（事務的なものの問題）

＜過去の検討の論点はどうだったのか？＞
［H18年度］高情協事業検討部会

→✧普及啓発型運営からプロジェクト型運営への転換
✧幹事会の再編による機能強化

→「方法論」での議論（※最初は「組織論」からスタート）
［H25年度］あり方検討ＰＴ会議

→✧中期推進項目の設定 ✧企画運営Ｇ・広報Ｇの新設
→「方法論」での議論（※最初は「組織論」からスタート）

幹事会として求める論点は・・・
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検討のスケジュール・進め方（案）

H28年度 Ｈ29年度

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

会議

検討

３
月
幹
事
会

・
メ
ン
バ
ー
選
定

・
第
1
回
検
討
会
日
程
決
定

予算措置

(必要な場合は臨時総会)

定
期
総
会

・
検
討
方
針
報
告

９
月
幹
事
会

・
中
間
報
告

・
検
討
結
果
議
論

１
１
月
幹
事
会

・
最
終
案
報
告

・
最
終
案
承
認

１
月
幹
事
会

３
月
幹
事
会

第
１
回
検
討
会

・
リ
ー
ダ
ー
等
役
割
決
定

・
検
討
方
針
の
決
定

第
２
回
検
討
会

・
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
検
討
開
始

→

廃
止
？

存
続
？

第
３
回
検
討
会

・
前
回
の
結
果
（
廃
止
・
存
続

前
提
）
に
よ
り
継
続
検
討

第
４
回
検
討
会

※

必
要
に
応
じ
開
催

第
５
回
検
討
会

・
幹
事
会
議
論
結
果
を
受
け
て

「
再
検
討
」
又
は
「
ま
と
め
」

第
６
回
検
討
会

※

必
要
に
応
じ
開
催
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検討チームの編成方針（案）

＜（確認）検討チーム編成についての１月幹事会におけるご意見＞
☑産・官・学のそれぞれのグループより選出
☑幹事在任期間により初期・中期・新期のそれぞれが含まれるように
☑（運営しやすいように）人数はあまり多くなり過ぎないように
☑なるべく若い方を含めるように

≪産≫
以下のグループ会員

✧ﾒﾃﾞｨｱ・通信・電器等
✧ｿﾌﾄｳｪｱ・情報処理ｻｰﾋﾞｽ等

≪官・特別会員≫
以下のグループ会員

✧地方自治体・特別会員

≪学・団体・CSO≫
以下のグループ会員

✧市民社会組織・個人
✧各種団体・学校

≪検討チーム８名≫
・会長 ・幹事会座長
・初期会員２名
・中期会員２名
・新期会員２名

2名選出 2名選出 2名選出

若い方を
1～2名
含める
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（参考資料）現 副会長・幹事 在任期間

役職名 所属 氏名（敬称略） H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 分類 備考

副会長 株式会社ケーブルワン 大野　裕志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幹　事 株式会社プライム 福田　真也 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幹　事 有限会社佐賀情報ビジネス 江島　光代 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幹　事 株式会社佐賀新聞社 森本　貴彦 ○ ○ ○ ○

幹　事 株式会社佐賀電算センター 岩永　信二 ○ ○ ○ ○

幹　事 株式会社佐賀ＩＤＣ 江島　良二 ○ ○ ○ ○

幹　事 株式会社九州コーユー 永石　茂 ○ ○

幹　事 ニシム電子工業株式会社佐賀支店 長谷川　尚志 ○ ○

幹　事 九州電力株式会社佐賀支社 新開　巧児 ○

幹　事 西日本電信電話株式会社佐賀支店 加藤　郁雄 ○

座　長 ＮＰＯ法人ＮｅｔＣｏｍさが　 西村　龍一郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幹　事 ＮＰＯ法人ＩＴサポートさが 浴本　信子 ○ ○ ○ ○

幹　事 佐賀コンピュータ専門学校 堤　和義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幹　事 佐賀大学 羽石　寛志 ○ ○ ○ ○ ○ ○

幹　事 唐津ビジネスカレッジ 下木　祐二 ○ ○ ○ ○ ○

副会長 佐賀大学 松前　進 ○ ○ ○ ○

幹　事 佐賀商工会議所 小寺　康介 ○ ○ ○ ○

幹　事 ＮＰＯ法人シニア情報生活アドバイザー佐賀 久野　美津代 ○ ○

幹　事 ＮＰＯ法人シニアネット佐賀 香月　幸雄 ○

幹　事 唐津情報都市推進協議会 能隅　文興 ○

幹　事 (公財)佐賀県地域産業支援センター 志波　幸男 ○ ○ ○ ○ ○ 設立に尽力

幹　事 有田町 吉永　繁史 ○ ○

幹　事 佐賀県ネットワーク・セキュリティ対策協議会 牧　直寛 ○

幹　事 武雄市 大野　貴宏 ○

産

学・団体・CSO

官・特別会員
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（参考資料）現 会員名簿【企業会員】

 

グループ 会  員  （平成２９年３月１日現在） 
メディア・ 
通信・電器など 
（３０＋２） 
 
 
 
 

計３２

西日本電信電話㈱佐賀支店、㈱ドコモＣＳ九州佐賀支店、 
九州電力㈱佐賀支社、九州通信ネットワーク㈱佐賀支店、 
ニシム電子工業㈱佐賀支店、ＫＤＤＩ㈱コンシューマ佐賀支店、 
㈱サガテレビ、日本放送協会佐賀放送局、㈱エフエム佐賀、 
NBC ラジオ佐賀、有田ケーブル・ネットワーク㈱、 
伊万里ケーブルテレビジョン㈱、㈱唐津ケーブルテレビジョン、 
佐賀シティビジョン㈱、西海テレビ㈱、㈱ケーブルワン、 
藤津ケーブルビジョン㈱、㈱多久ケーブルメディア、㈱テレビ九州、 
㈱佐賀新聞社、㈱佐賀銀行、㈲西九電装エンジニアリング、㈱宮園電工、

日本電気㈱佐賀支店、富士通㈱佐賀支店、㈱ソアー、㈱音成印刷、 
誠文堂印刷㈱、大同印刷㈱、㈱古川総合印刷 
佐賀県ケーブルテレビ協議会、（一社）日本 CATV 技術協会佐賀地区支部

ソフトウェア・

情報処理サービ

スなど 
（２３＋１） 
 

計２４

伊万里情報センター㈱、西肥情報サービス㈱佐賀事業所、 
㈱佐賀情報管理センター、㈱佐賀電算センター、㈱佐賀ＩＤＣ、 
佐銀コンピュータサービス㈱、㈱ジェピック、㈱ジムコ、 
ダイワボウ情報システム㈱佐賀支店、名村情報システム㈱、 
ＮＤＳデータソリューションズ㈱佐賀センター、 
㈱富士通九州システムサービス、㈱プライム、㈲佐賀情報ビジネス、 
木村情報技術㈱、㈱トゥーファクトリー、 
フリービットスマートワークス㈱、㈱エヌビーコム、㈱サインズ、 
日本建設技術㈱、㈱マルゼン看板、㈱学映システム、㈱九州コーユー 
佐賀県ソフトウェア協同組合 
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グループ 会  員  （平成２９年３月１日現在） 
市民社会組織・

個人 

計７

NPO 法人佐賀県 CSO 推進機構、NPO 法人ＮｅｔＣｏｍさが、 
NPO 法人 IT サポートさが、NPO 法人シニアネット佐賀、 
NPO 法人シニア情報生活アドバイザー佐賀、平田義信、中村純一 

各種団体・学校 
 
 

計 １４

佐賀商工会議所、佐賀県商工会連合会、佐賀県中小企業団体中央会、 
佐賀県農業協同組合中央会、佐賀県有明海漁業協同組合、 
(一社)佐賀県医師会、(一社)佐賀県建設業協会、(公社)佐賀県トラック協会、

(公財)佐賀県地域産業支援センター、唐津情報都市推進協議会、 
コープさが生活協同組合、唐津ビジネスカレッジ、 
佐賀コンピュータ専門学校、佐賀大学 

地方自治体・ 
特別会員 
  

  計２８

佐賀市、唐津市、鳥栖市、多久市、伊万里市、武雄市、鹿島市、小城市、

嬉野市、神埼市、吉野ヶ里町、基山町、上峰町、みやき町、玄海町、 
有田町、大町町、江北町、白石町、太良町、佐賀県、九州総合通信局、 
九州経済産業局、九州農政局佐賀支局、佐賀県市長会、佐賀県町村会、 
佐賀県消費者グループ協議会、 
佐賀県ネットワーク・セキュリティ対策協議会 

（参考資料）現 会員名簿【企業会員以外】

計105会員



議題（５）

次期幹事、各Ｇについて
【決議事項】
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幹事、各Ｇの応募状況について御報告するともに、
仮に、20人に満たない場合（規定上は「25人程度」）
の取扱い等について決定する
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＜「次期幹事」応募会員（3月22日現在）＞

その他（２） 次期幹事・各Ｇメンバー応募状況について

グループ 会 員 名 役 職 氏名（敬称略） 継続or新規

ﾒﾃﾞｨｱ
通信・電器

など
【4会員】

西日本電信電話㈱佐賀支店 副支店長(ﾋ゙ ｼ゙ ﾈｽ営業部長) 加藤 郁雄 継続

九州電力㈱佐賀支社 技術部通信ｿﾘｭｰｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ長 松崎 茂樹 新期

ニシム電子工業㈱佐賀支店 支店長 長谷川 尚志 継続

㈱佐賀新聞社 編集局ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾃﾝﾂ部長 森本 貴彦 継続

ｿﾌﾄｳｪｱ
情報処理
ｻｰﾋﾞｽ
など

【4会員】

㈱佐賀電算センター 公共事業部ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 岩永 信二 継続

㈱佐賀ＩＤＣ ｾﾝﾀｰ事業部取締役部長 江島 良二 継続

㈱九州コーユー 取締役営業部兼ｼｽﾃﾑ部長 永石 茂 継続

㈱プライム 代表取締役 福田 真也 継続

市民社会
組織・個人
【3会員】

NPO法人ＮｅｔＣｏｍさが 理事長 西村 龍一郎 継続

NPO法人シニアネット佐賀 理事長 香月 幸雄 継続

NPO法人ｼﾆｱ情報生活ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ佐賀 理事長 久野 美津代 継続

各種団体
学校

【6会員】

佐賀商工会議所 企画・推進班主任 小寺 康介 継続

(公財)佐賀県地域産業支援ｾﾝﾀｰ 専務理事 志波 幸男 継続

唐津情報都市推進協議会 事務局員 能隅 文興 継続

唐津ビジネスカレッジ 事務長 下木 祐二 継続

佐賀コンピュータ専門学校 事務長 堤 和義 継続

佐賀大学 経済学部准教授 羽石 寛志 継続

地方自治体
特別会員
【3会員】

有田町 財政課長 吉永 繁史 継続

市 現在打診中

佐賀県ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｾｷｭﾘﾃｨ対策協議会 事務局員 牧 直寛 継続

計 ２０名
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規約等の確認（幹事関連抜粋）

＜佐賀県高度情報化推進協議会規約より抜粋＞
第２章会員

（役員）
第８条 本会に次の役員を置く。

（３）幹事 ２５名程度
２ 幹事については、別に定める佐賀県高度情報化推進協議会幹事会

設置・運営規定により選出し、総会において承認する。

（役員の任期）
第１０条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。



55

＜佐賀県高度情報化推進協議会幹事会設置運営規定より抜粋＞

（設置）
第２条 幹事は、佐賀県高度情報化推進協議会の会員から推薦を含む

公募を通じて選出する。
２ 公募は、別表の区分に基づき、「メディア・通信・電器など」

「ソフトウェア・情報処理サービスなど」「市民社会組織・個人」
「各種団体・学校」「地方自治体・特別会員」のグループごとに行う。

３ 公募の結果をもとに各グループより５名程度を選出し全体で
２５名程度の幹事を決定する。

４ 「地方自治体・特別会員」グループについては、市から１名、
町から１名の幹事を選出する。

規約等の確認（幹事関連抜粋）

その他（２） 次期幹事・各Ｇメンバー応募状況について
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その他（２） 次期幹事・各Ｇメンバー応募状況について

会員名 役職 氏名（敬称略） 継続or新規

西日本電信電話㈱佐賀支店 副支店長 加藤 郁雄 新期

㈱佐賀電算センター 公共事業部ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 岩永 信二 継続

㈱九州コーユー 取締役営業部兼ｼｽﾃﾑ部長 永石 茂 継続

佐賀県ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｾｷｭﾘﾃｨ対策協議会 事務局員 牧 直寛 継続

＜「次期企画運営Ｇ」応募会員（3月22日現在）＞ 計 ４名

会員名 役職 氏名（敬称略） 継続or新規

九州電力㈱佐賀支社 技術部通信ｿﾘｭｰｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ長 松崎 茂樹 新期

㈱佐賀新聞社 編集局ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾃﾝﾂ部長 森本 貴彦 継続

㈱プライム 企画営業部部長 青木 孝広 新期

＜「次期広報Ｇ」応募会員（3月22日現在）＞ 計 ３名
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各Ｇ設置要綱

＜佐賀県高度情報化推進協議会企画運営グループ設置要綱より抜粋＞
（組織）
第３条 企画運営グループの構成員は、高情協の会員のうち参加を

希望する者とし、５名程度とする。
構成員の任期は、幹事の任期と同一とする。

＜佐賀県高度情報化推進協議会広報グループ設置要綱より抜粋＞
（組織）
第３条 広報グループの構成員は、高情協の会員のうち参加を

希望する者とし、５名程度とする。
構成員の任期は、幹事の任期と同一とする。

その他（２） 次期幹事・各Ｇメンバー応募状況について



その他（１）

来年度の総会に向けた日程調整
第1回幹事会

定期総会・第1回ＩＣＴ利活用講演会
について
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その他（１） 来年度第１回幹事会、定期総会・
第１回ＩＣＴ利活用講演会について

第１回幹事会開催日時・場所
４／２６（水）１４：００－１６：００

＠メートプラザ佐賀

総会・講演会開催日時・場所
５／２３（火）午後（時間未定）

＠グランデはがくれ
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その他（１） 来年度第１回幹事会、定期総会・
第１回ＩＣＴ利活用講演会について

定期総会・第１回ＩＣＴ利活用講演会の日程等について（案）

［日 時］平成２９年５月２３日（火）１３：３０－１６：５０

［場 所］グランデはがくれ２Ｆフラワーホール（佐賀市天神２丁目）

［内 容］【１】定期総会（１３：３０－１４：３０）

【２】ＩＣＴ利活用講演会
Ⅰ 講演（１４：４５－１６：１５）
Ⅱ 対談（１６：２０－１６：５０）

※講演会終了後、懇親会を予定。
（９０分程度）



61

『ＩoＴの進展がもたらす近未来（仮題）』

事務局案 「IoT＋セキュリティ」

幹事会での意見
・「セキュリティ」としてしまうと、技術論になり範囲が狭い。
・「５～１５年後を見据えたビジョン」としてのIoTをテーマにした方が良いのでは？

◆今回出た意見を踏まえて、各自テーマ（できれば講師候補まで）案を、Ｗｅｂ会議に
提出（２月７日（火）期限）。その結果をもって幹事会決定とする。

前回幹事会での議論

・ＩｏＴなどの進展がもたらす５年後～１0年後のビジョン。
・ＩｏＴが、県内の企業や自治体、一般県民にとってどのようなメリットがあるのかについて、
できるだけ具体的な先進事例や研究事例を交えて、話してほしい。

Ｗｅｂ会議での議論

幹事会決定

その他（１）第１回ＩＣＴ利活用講演会について



第１回ＩＣＴ利活用講演会の講師案について

★講師候補者選定のポイント（Web幹事会意見より）

・ 特定分野の技術論ではなく、ＩｏＴ、ビッグデータ、ＡＩ、ロボティクス
などの先端技術が、５年後、１０年後の世の中にどのような影響を
与えるかといった広い観点から、将来の展望が期待できる。

・ 県内の中小企業や自治体、一般県民にとって、どのようなメリット
や備えておくべき点があるかについて、具体的な先進事例や研究
事例の紹介が期待できる。
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◆ IT業界一筋で32年。2万人の企業、20人の企業、200人の企業、
2千人の企業で、ＳＥ、マーケーティング、営業、経営者と幅広く経験。

◆ 難しいITを分かりやすく、役に立つ情報として、デモを披露したり、
世の中の動向とITの動向を絡めて話すなど、そのわかり易さから、
セミナー・講演はいつも好評。

◆ 講演実績は、2000回を優に超しており、ＩＴに関して幅広い観点
からの講演依頼に対応可能で、説明が大変分かりやすいと評判。

◆ 「ＩｏＴ、ビッグデータ、 ＡＩが、社会や経営環境にどのような変化
をもたらすか」などをテーマに講演実績多数。

☆ ＩoＴだけでなく、ＡＩ、セキュリティ等幅広い分野の講演可能 ＜「講演依頼.com」推薦＞

【講師候補①】 井下田 久幸 氏（ドルフィア株式会社代表取締役）

昭和59年
日本ＩＢＭ㈱入社。アカウントＳＥ、本社メインフレーム/ストレージ担当ＳＥ、大和研究所、ソフトウェア事業
部ＳＥ及びマーケティング担当

平成12年 ソフトウェア開発等を行うインフォテリア㈱入社。事業部長、マーケティング、技術支援責任者。

平成17年
事前防御系のセキュリティソリューションを提供するｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ｾｷｭﾘﾃｨ・ｼｽﾃﾑｽﾞ㈱入社。執行役員。
ＣＩＯ兼ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ責任者

平成20年
ハードウェア/ソフトウェア及び生産管理パッケージの開発、製造、販売のＪＢｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ㈱入社。
執行役員。ソフトウェア開発責任者。

平成26年 ドルフィア㈱創業。代表取締役。

＜経 歴＞

63



＜井下田氏からお伺いした最近の講演内容＞

◆ 私はＩＢＭを初め、ＩＴ業界に３３年間おりまして、メインフレームに始まり、最近ではビッグ
データやＩoＴなど、幅広く講演依頼をいただくことが多い。

◆ 前職の一部上場企業にて役員をしていた時に、研究所の所長を担い、ビッグデータや
ＩoＴをメインにやっていたので、この辺の話は一番熱く語ります。

日付 演題 メインテーマ 対象者

H28.1.25
『人』をここまで活性化させるＩＴの
最新動向

ＩoＴ
北陸銀行の関連会
社経営者110名

H28.7.11
「『2020年』へ向けて。今から準
備すべきＩＴと経営と社会貢献」

ＩｏＴ、ビッグデータ、
ＡＩといったキーワー
ドが社会に与えるイ
ンパクト

多摩経営者クラブ

H28.7.21
「『人』をここまで活性化させるＩＴ
の最新動向」

ＩoＴ
アインズ㈱のパート
ナー会社100社の経
営者

H28.9.19
「知って得する最先端のＩＴ活用
～魅力的なビジネスパーソンに
なるための90分～」

最先端技術がビジ
ネスや生活にどう還
元されているか

一般の方

＜直近の講演実績（主なもの）＞

64



【講師候補②】 中村 浩樹 氏（ヤフー株式会社）

◆ ヤフーのＩoＴ部門の責任者であり、スマートデバイス推進本部
「myThings」（※１）サービスマネージャー。

◆ また、ＩoＴ時代に向けた事業者向けプラットフォームである
「myThings Developers」（※２）のサービスマネージャーを

担当
☆ 前回の「防災×ICT」講演会の講師 田中様より、講師適任者

として紹介いただいた。

（※１）インターネットサービスやＩｏＴプロダクトを利用して、個人が自分の
好みに合わせた便利な組み合わせを作ることができるツール

（※２）事業者や個人が、自らのサービス・プロダクトと様々なウェブ
サービス・ＩｏＴデバイス（チャンネル）を組み合わせて独自の
サービスを生み出すことのできるツール

日付 演題 メインテーマ 対象者

H28.1.28
Yahoo！JAPANが目指すIoT
サービス！その推進力となる
“my Things”戦略

ヤフーのIoT事業の
最新動向と今後の
展開

一般

H28.12.14
Connect Everything～ｍｙ
Thingsが目指す繋がる未来～

「ｍｙ Things」の運
営の中で見えてき
たＩｏＴの未来と可能
性について

一般50名
（主催ＮＰＯ法人ハー
モニーアイ）

＜直近の講演実績（主なもの）＞
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候補者
項目

ドルフィア 井下田氏 Yahoo! 中村氏

ＩｏＴ、ビッグデータ、ＡＩ、ロボティ
クスなどの先端技術が、５年後、
１０年後の世の中にどのような
影響を与えるかといった幅広い
観点から、将来の展望について
の話が期待できること。

○ IT業界30年以上の勤務実績
があり、ＳＥ、マーケーティング、
営業、経営者と幅広く経験。

○ IoTを初めとした先端技術が
世の中にどのような影響を与え
るか、といったテーマでの講演
経験も豊富

○ 超大手ヤフーのＩoＴ部門の責
任者であり、ユーザーに近い「ア
プリケーション」分野における
「IoT」の講話が期待

▲ 幅広い分野での「将来ビジョ
ン」の観点では、井下田氏に一
歩譲るのではないか。

県内の中小企業や自治体、一
般県民にとって、どのようなメ
リットや備えておくべき点がある
かについて、できるだけ具体的
な先進事例や研究事例の紹介
が期待できること。

○ ITを分かりやすく、役に立つ情
報として、デモを披露したり、世
の中の動向とITの動向を絡めて
話すなど、サービスの受け手側
の目線からの講話が期待

○ アプリケーションという、一般
県民には、なじみの深い分野の
講話は期待。

▲ 自社以外の取組についての
具体的な事例についての知見
を有するか疑問。

その他
▲ 前回のYahoo!の田中さんに

引き続き同社の企業色が強く
なってしまう。

評価 １位 ２位

候補者の評価
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